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　組合員の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととご拝察申し上げます。
　昨今、林業を取り巻く環境は大きく変化しており、気候変動による災害の多発、木材価格の不安定さ、
さらには森林所有者の高齢化や後継者不在といった問題が深刻化する中で、森林組合の役割はこれまで
以上に重要になっています。
　森づくりに注いだ先人の情熱が引き継がれている管内の森林の多くは、戦後に植えられたスギが中心
で、樹齢60年を超えた森林が多く、木材としての利用適齢期を迎えている森林が増えてきました。一
方で、これらの森林が長年手入れされずに放置されているケースも多く、日光が届かず、下草も生えな
い“暗い森”が増え、木材としての価値が下がりつつあるとともに近年、上昇傾向にある中径木材が重
宝される状況のなかで、長年放置することで下落傾向にある大径木となり、伐期のタイミングを逃すこ
とが危惧されています。
　当組合では、これまで搬出を伴う間伐を中心とした森林整備を進めてまいりましたが、上記の実情か
ら今後は主伐（皆伐・択伐）へシフトし、積極的に進めていく所存であります。これは単に山を伐って
木材を売るというではなく、森林の世代交代を促し、再造林を通じて「育てて、伐って、また植える」
循環型林業の確立を目指すものであり、主伐を行うことで森林環境に変化が起き、新陳代謝が促進され
新たな植物が芽吹き、生物多様性の回復にもつながります。また、土壌や水源の保全にも好影響を与え
るほか、森林の二酸化炭素吸収能力を高めることにも寄与することになると思われます。さらに、伐採
された木材は、住宅用建材やバイオマス燃料、地域の公共施設など、さまざまな形で活用され、地域経
済の循環にも貢献できます。加えて、当組合では県産材の利用促進や公共建築物への木材提供なども視
野に入れ、マーケットとの接点を強化しているところです。言うまでもなく、主伐には多くの準備と調
整が必要となり、伐採区域の面積や境界の明確化、隣接地所有者の同意、搬出路の確保、安全な作業計
画など、様々な条件をクリアしなければなりませんが、組合としての専門性と地域密着のネットワーク
を活かし、森林所有者の皆様のご相談に丁寧に対応していくとともに、伐採後の再造林についても森林
所有者の意向を伺いながら、補助制度の活用や植栽・保育の手配まで一貫したサポート体制を整えてい
くことで、森を「伐りっぱなし」にしない持続可能な森林経営ができると考えています。
　今後、組合としても人材確保や技術継承、機械化・ICT 活用など、業務の質と効率を高める取り組み
をさらに進めていくとともに、特に若手職員の育成や外部からの人材受け入れにも力を入れており、林
業が地域で誇れる“しごと”になるよう、働きやすい職場づくりにも注力してまいります。また、森林
整備を通じて地域の安全と暮らしを守り、未来の子どもたちに健全な山を引き継ぐこと。これが、私た
ち森林組合の使命でありますので、　今後とも組合員の皆さまと連携を深めながら、「地域とともに歩む
森林組合」として、より良い森林づくり、地域づくりに尽力してまいります。
　関係各位並びに組合員の皆様の変わらぬご支援とご協力を、何卒よろしくお願い申し上げます。

ご挨拶
立山山麓森林組合
代表理事組合長 平　井　敏　廣

経  営  理  念
～私達は約束します～

1　森林の公益的機能の発揮を推進します。
1　協同の力により、組合員の経済的社会的地位の向上を目指します。
1　森林の適正管理と施業の合理化を通じ、森林の保続培養を推進します。	
1　木材の生産力と販売力の向上により、持続可能な森林経営を目指します。
1　法令を遵守し、公正かつ透明な組織活動を通じ、地域社会への貢献に寄与します。



2

立山山麓森林組合通常総代会開催！第26回

第₁号議案　令和6年度事業報告書、貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分案の承認について　
第₂号議案　令和7年度事業計画の設定について　
第₃号議案　令和7年度諸手数料の決定について　
第₄号議案　１組合員に対する貸付金の最高限度額の決定について　
第₅号議案　借入金の最高限度額の決定について　
第₆号議案　余裕金預入れ先金融機関の決定について　
第₇号議案　役員報酬額の決定について　
付 帯 決 議

　令和₇年₄月25日立山山麓林業総合センタ－において第26回通常総代会が開催されました。
　平井敏廣組合長挨拶の後、藤井裕久富山市長 ( 代理・金井次長 )、亀山彰県議会議員、磯孝行富
山県 参事・森林政策課長、須沼英俊富山県森林組合連合会長から祝辞を頂きました。議長に大沢
野地区の森 稔氏を選出し、提出された令和₆年度事業報告、貸借対照表、損益計算書及び剰余金
処分案外₇議案が審議され、全₈議案が全て原案どおり承認されました。
　総代現在数200名のうち出席総代数は144名でした。（本人出席41名、議決権行使書103名）

第 26回　通常総代会議案

議長　森　稔　
大沢野地区

亀山 彰　県議会議員

富山県森林組合連合会
須沼英俊　代表理事会長

富山県農林水産部
磯　孝行　参事・森林政策課長

富山市役所　農林水産部
次長　金井　誠（富山市長代理）

参事　谷 口 弘 聡

　今回の総代会において、長年にわたり当組合の発展と地域林業の振興にご尽力
いただいた参事 谷口弘聡 氏に対し、感謝状と記念品の贈呈が行われました。
　昭和62年2月に旧大山町森林組合へ入組されて以来、38年もの長きにわたり一
貫して森林組合職員として勤務され、令和7年2月末日をもってご退職されました。
在職中は、多くの部署において組合事業の推進に携わり、豊富な経験と知識をもって、組織を支える中核的存在
として活躍されました。常に冷静な判断と誠実な姿勢で業務にあたられ、後進の育成にも多大な貢献をされまし
た。また、職員就業規則第73条第4項に基づき、「20年以上無事故で勤務し、退職された職員」に対しては表彰
を行う旨が定められており、谷口氏はその該当者として表彰されることとなりました。
　今後は、参事職の嘱託職員として引き続き勤務いただく予定となっており、これまで培ってこられた豊かな経
験と技術を今後も活かし、組合の運営を支えていただけることを大いに期待しております。長年にわたるご尽力
に、あらためて深く感謝申し上げます。

職員表彰
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貸借対照表
　　令和₇年₂月２８日現在

（単位：円）

科　　　目 合　　　計 科　　　目 合　　　計
現 金 、 預 金 外 271,617,057 販 売 買 掛 金 71,500 
流 動 資 産 計 271,617,057 購 買 買 掛 金 91,775 
建 物 34,438,813 事 業 未 収 金 10,292,650 
建 物 附 属 設 備 799,185 一 般 未 収 金 7,017,732 
構 築 物 10 未 払 法 人 税 等 520,500 
機 械 装 置 4,108,440 未 払 消 費 税 3,488,500 
車 輛 運 搬 具 1,816,785 賞 与 引 当 金 4,145,000 
工 具 器 具 設 備 1,144,425 預 り 金 1,727,827 
土 地 83,958,592 受 託 販 売 預 り 金 31,356,487 
森 林 1,013,950 流 動 負 債 計 58,711,971 
森 林 分 収 林 20 退 職 給 付 引 当 金 82,094,490 
繰 延 資 産 0 役 員 退 任 慰 労 引 当 金 482,500 
有 形 固 定 資 産 計 127,280,220 固 定 負 債 計 141,288,961 
無 形 固 定 資 産 計 169,412 出 資 金 68,229,000 
外 部 出 資 計 20,298,000 法 定 準 備 金 65,955,592 
固 定 資 産 計 206,350 任 意 積 立 金 75,560,000 

147,953,982 繰 越 剰 余 金 68,537,486 
純 資 産 計 278,282,078 

資　産　合　計 419,571,039 負債・純資産計 419,571,039 

損益計算書	 	 	 	 	 	 　　令和₆年₃月₁日〜令和現₇年₂月28日

科　目 小　計 合　計 計
一　　　　般　　　　事　　　　業

指　導 販　売 加　工 森林整備
Ⅰ 事 業 総 損 益 円 円 円 円 円 円 円

1. 事 業 総 収 益 275,565,655 275,565,655 6,471,552 11,790,579 29,996,546 227,306,978
2. 事 業 総 費 用 139,918,034 139,918,034   1,492,646   7,850,338 24,447,626 106,127,424

事 業 総 利 益 135,647,621 135,647,621 4,978,906 3,940,241 5,548,920 121,179,554
Ⅱ 事 業 管 理 費
1. 人 件 費 100,780,782 100,780,782 3,366,797 4,312,090 9,400,000 83,701,895
2. 旅費・交通費 1,919,333 1,919,333 45,075 82,122 208,928 1,583,208
3. 事 務 費 1,490,303 1,490,303 35,000 63,765 162,226 1,229,312
4. 業 務 費 1,271,362 1,271,362 29,857 54,398 138,393 1,048,714
5. 諸 税 負 担 金 4,409,047 4,409,047 103,544 188,649 479,944 3,636,910
6. 施 設 費 17,864,508 17,864,508 419,541 764,366 837,117 15,843,484
7. 雑 費      737,814      737,814      17,327      31,569        80,314        608,604

事業管理費計 128,473,149 128,473,149 4,017,141 5,496,959 11,306,922 107,652,127
事 業 利 益 7,174,472 7,174,472 961,765 △ 1,556,718 △ 5,758,002 13,527,427

Ⅲ 事 業 外 損 益
1. 事 業 外 収 益 8,517,842
2. 事 業 外 費 用      95,056

事 業 外 損 益   8,422,786
経 常 利 益 15,597,258

Ⅳ 特 別 損 益
1. 特 別 利 益 2,222,725
2. 特 別 損 失        7,106

特 別 損 益   2,215,619
税引前当期利益 17,812,877

法人税・住民税及び事業税      520,500
当 期 剰 余 金 17,292,377
前期繰越剰余金 51,245,109
当期未処分剰余金 68,537,486

剰余金処分案
科　目 内　訳 小　計 合　計

円 円 円 円

Ⅰ 当期未処分剰余金
⑴当期剰余金 17,292,377
⑵前期繰越剰余金 51,245,109 68,537,486

Ⅱ 剰余金処分額

1. 法定準備金 当期剰余金
の 1/5 以 上 3,459,000

Ⅲ 次期繰越剰余金 65,078,486
脚注　次期繰越剰余金中、教育情報資金は　870,000 円である。

令和６年度　事 業 報 告 の 概 要
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令和７年４月26日現在
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※令和₆年₄月26日から令和₉年通常総代会まで

役 員 の 紹 介

立 山 山 麓 森 林 組 合 　 組 織 図
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枝打ち体験（上市町白萩西部・陽南・南加積小学校５年生27人）

木工教室（立山町高野小学校５年生11人）

シイタケ栽培体験教室（おおしょう保育園年長児・年中児44人）

　令和６年10月23日、白萩西部地区自治振興会が、
県事業の『県民による森づくり提案事業』を活用し
開催した枝打ち体験会に、当組合職員が講師として
参加しました。
　体験を前に当組合職員から、枝打ちの目的は、光
が差し込むことで成長を促し、雪害等に備えるため
のものであることや森林の役割などを説明しまし
た。
　参加した児童は、「あまり林業のことを知らなかっ
たけど、実際にやってみたら楽しかった」と話して
くれました。

　令和６年12月16日、立山町高野小学校で、木工
教室を開き、町産スギを使い、イス作りに取り組み
ました。
　イス作りに先立ち、森林には、きれいな水づくり
や土砂災害防止などの役割があることや林業につい
て説明しました。
　児童は、金づちを使い、力いっぱい釘を打ち込み、
脚になる丸太と座面用の板を固定していました。作
成後は、自分が作ったイスに嬉しそうに座り、座り
心地を確かめていました。

森林・木材等普及啓発事業
　令和７年４月９日、富山市おおしょう保育園の園
庭にて、( 公社）とやま緑化推進機構の『森林・木
材等普及啓発事業』を活用し、シイタケ菌の植菌体
験教室を開催しました。
　おおしょう保育園では、「シイタケ菌の植菌体験
はなかなかできない貴重な経験であり、食育にもつ
ながる」との思いで、開催を希望されました。
　子供たちは、長さ90㎝のコナラの原木に触れな
がら、慣れないハンマーを使い、小さな可愛い手で
一生懸命にシイタケの駒菌を打ち込んでいました。
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主伐（皆伐）についてのご案内
■ 主伐とは

■ 主伐の特徴

■ 主伐の実施条件

■ 実施費用の事例

■主伐・間伐　 現場の様子（写真）

　林業において木材の収穫を目的とする「主伐」と、間引きを目的とする「間伐」があります。
　主伐は、成熟した樹木を一斉に伐採し、木材の生産や森林の世代交代を目的とします。
　一方、間伐は一部の樹木を選んで伐採し、森林の密度を調整し、健全な成長を促す作業です。

　▪目　　　的　……　木材の収穫・出荷			 
　▪方　　　法　……　皆伐（すべての木を伐採）または択伐（部分的に伐採）			 
　▪時　　　期　……　一般的に冬期（乾燥して伐採するのが良）			 
　▪メ リ ッ ト　……　木材収入の確保・森林の更新			 
　▪デメリット　……　環境への影響（雨水流出、景観変化など）			 

　▪伐採面積がある程度まとまっていること（効率化）
　▪境界が明確で、隣接者の承諾が得られていること
　▪重機や大型トラックが安全に搬入・積込できること
　▪上記を確認するため、事前に現地調査の了承を得られていること

事例 伐採面積（ha） 林齢 材積（㎥） 精算額（円） 話がまとまるまでの期間
例 1 1.86 68 1,327 1,400,000 約 2 年
例 2 1.65 54 1,203 920,545 約半年

施行中

施行後

上市町釈泉寺　施工前

上市町釈泉寺　施工後

富山市小原　施工前

富山市小原　施工後
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地域の里山整備をお手伝いします
（里山再生整備事業）

■竹林整備　荒廃した放置竹林の皆伐を行い、里山本来の機能や景観を復活します。

■広葉樹整備　林内の見通しを良くすることでクマやイノシシ等の隠れ家をなくします。

拡大・侵入した竹林の整備（上市町野島地区）

大沢野中学校前の歩道を整備（富山市上大久保地区）

■令和６年度　里山再生整備事業　実績

市　町　村 地　区　名 工　種 面　積

上市町

釈泉寺 竹林整備 1.22ha

野島
竹林整備 0.41ha

再生竹整理 4.44ha
極楽寺 再生竹整理 1.38ha
広野 再生竹整理 1.78ha

立山町
上末 再生竹整理 0.45ha
小林 再生竹整理 0.45ha
日中 再生竹整理 1.47ha

富山市

上大久保
竹林整備 0.17ha

再生竹整理 0.21ha
広葉樹整備 0.56ha

松野
再生竹整理 1.84ha
広葉樹整備 0.09ha

万願寺
竹林整備 0.33ha

広葉樹整備 1.86ha
合　　　　計 16.66ha

※里山再生整備事業は市町村が主体の事業となります。
　また、地区一体となっての取り組みとなります。

この他に地域の整備計画の
作成等も行っています。
ご要望がございましたらお
気軽にご相談下さい！

富山市万願寺地区

富山市万願寺地区
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航空写真による比較

高性能林業機械による伐採及び搬出

皆伐後、植林されています

富山市本宮　施工前

富山市本宮　施工中

富山市本宮　施工後

富山市本宮　施工後

富山市本宮字与四兵衛割地内の皆伐状況




